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計測で未来を創る
技術連携のご案内
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皆さまの技術課題、
NMIJと一緒に解決しませんか？

計量標準総合センター長　臼 田  孝

■計測の信頼性はイノベーションの鍵

■計量標準総合センター（NMIJ）の強み

計量標準総合センター（NMIJ）は、国家計量標準機関として、国家間の商取引の同等性や安全性を確保するため、各

種の計量標準を開発し、それらの維持供給および社会全体での利活用に努めています。同時に、計量標準の開発を通じ

て培った高度な計測技術を活用し、標準化や認証の知見も加えて、社会課題解決と産業競争力強化に結びつけるための

研究開発を展開しています。「測れないものは作れない」、計量標準に基づく信頼性の高い計測結果およびそこから導か

れる新たな計測ノウハウは、製品の質を高めるのみならず、これまでにない価値を創出する強力なビジネスツールとなり

ます。NMIJ には、さまざまな分野の計測の専門家が揃っており、皆様の技術課題に共に取り組み、計測ソリューション

を導き出すための連携を展開しています。どうぞお気軽にお問合せください。

国内外の
ネットワーク

充実した
計測ノウハウ

信頼性の高い
計測・評価

国家計量標準の開発で培った
信頼性の高い計測・評価基盤を活用し、
皆さまの計測ソリューションを導きます。

計測・評価に関する国内外の
ネットワークを活かし、性能評価に係る
国際標準化や製品認証を支援します。

多岐にわたる計測ノウハウを駆使して、
皆さまのニーズに合わせたオンリーワンの
計測・評価サービスを提供します。



産総研グループの連携制度のご紹介

●技術コンサルティング
事業探索に向けた調査段階での技術アドバイスか
ら、具体的な事業化支援まで、皆さまのニーズに
合わせた最適な技術支援を提供します。約款方式
で契約手続きを簡素化し、スピーディな技術連携
を実現します。

●冠ラボ
産総研内にパートナー企業名を冠した連携研究ラ
ボ（冠ラボ）を設置し、大規模な共同研究に対応
します。在籍出向者の受け入れや、産総研の技術
シーズ、設備、人材などのリソースを最大限活用し、
強力な連携研究体制を整えます。

https://www.aist.go.jp/aist_j/
information/organization/
kammuri_lab/index.html

※2023 年度より、民間連携については、産総研の100 % 出資により設立された成果活用等支援法人である
株式会社 AIST Solutions が契約主体となり、産総研グループとして連携事業を進めています。

https://www.aist-solutions.co.jp/

●共同研究
産総研の技術シーズを活用し、共通の研究テーマ
に対して、企業の皆さまと一緒に研究開発を行い、
技術課題の解決に貢献します。

●受託研究
企業の皆さまから委託を受けて、依頼者の求める
研究テーマについて研究開発を行います。

●技術情報開示・ライセンス供与・
　研究試料提供
産総研グループが保有する知的財産を核とした技
術移転に向け、技術ニーズに応じた最適な枠組み
をご提案します。

事業化支援
ベンチャー創業

研究試料提供
技術情報開示
ライセンス供与

設備・装置
施設提供

受託研究
共同研究
標準化

人材育成

技術コンサルティング

基礎から応用まで、幅広い技術課題に対応するための、
最適な連携オプションをご提案します。



個々の計測ニーズに合わせたカスタム連携を提供し、
さまざまなご要望に柔軟に対応します。

●NMIJと新製品を共同開発したい
●プロトタイプの性能評価を行いたい
●既存製品の性能向上のための、技術課題を明らかにしたい
●新しい測定・解析手法を一緒に考えてほしい
●NMIJの知財を活用した製品化を行いたい

製品化の支援・技術移転

共同研究を通じて、株式会社昭和測器と NMIJ が共同で出願した
新たなトルク検出機構の特許を採用した、革新的なトルク変換器
の開発に成功しました。同社は、ひずみゲージに関する高い技術力
を有しており、NMIJはトルク標準機による超精密評価が可能です。
このようなお互いの強みを最大限に活かし、技術的課題の検討・
試作・評価を繰り返すことによって、既存製品よりも高い分解能を
達成しました。本研究成果に基づいた参照用トルク変換器は、
2023年に製品化されています。

共同開発した参照用微小トルク変換器

▲

湿度計メーカーの神栄テクノロジー株式会社は、半導体、二次
電池等のハイテク部品のプロセス管理に用いられる微量水分計
の開発に関する共同研究を、NMIJと実施しました。この共同研
究では、NMIJの微量水分計測に関する高度な技術と知見、特
に、光共振器小型化技術と信号解析技術を活用することで、高
感度化および小型軽量化を実現し、現在市場を席巻している米
国社製品と同レベルの性能、容積1/4、重量1/3、価格1/2とな
る微量水分計の製品化へとつながりました。

共同研究により製品化された高性能小型微量水分計　
（神栄テクノロジー㈱ご提供）

▲
連携事例紹介

アルファ・エレクトロニクス株式会社の有する、温度係数に優
れた超精密金属箔抵抗器の製造技術と、NMIJ の精密測定技術の
融合により、世界最高性能の標準抵抗器の開発に成功しました。
市販のハイエンドな計測器を用いても見えない微小な特性の変
化も、NMIJ であれば評価可能です。NMIJ との技術連携により、
製造条件の短期間での最適化や、より高い性能の実現が可能と
なります。

共同開発したHRUシリーズ抵抗器　
（アルファ・エレクトロニクス㈱ご提供）

▲



●国家標準に基づく高精度な測定結果を取得したい
●標準器や装置の妥当性を定期的に評価したい
●実使用環境下での製品の信頼性評価を行いたい
●製品評価に適した測定手法や品質管理手法を習得したい
●国際・国内規格に適合した製品評価を行いたい

●標準器・校正機器の取扱いや校正手法について学びたい
●測定結果の不確かさ評価方法について知りたい
●NMIJと同等性能の計測システムを導入したい
●分析・計測・校正技術を向上させたい
●自社の測定能力を客観的に検証したい

NMIJ 内の実験室での測
定・評価にとどまらず、移
動できない装置に対して現
地での精度評価や、現場
環境下での性能評価もサ
ポートします。

計測結果の信頼性評価

計測事業化への技術支援

放熱用シートの信頼性向上
を目的に熱拡散率測定法
を改良し、日本産業規格
（JIS R 7240）の制定につ
なげると共に、対応機器の
開発にも貢献しています。

加速度センサに対する
NMIJ 独自の周波数応答
特性評価技術により、信
頼性の高い微小振動の計
測が可能となり、正確な
社会インフラの劣化診断等
につながります。

がん治療に用いられている医療用リニアック装置を導入して、水吸収
線量の国家標準の開発を行っています。また、本施設を活用して、医
療用リニアックの高エネルギー光子線および電子線水吸収線量の校
正サービスを行っています。
さらに、この医療用リニアック装置を活用して、企業と連携して、放射
線治療用線量計の開発や線量計校正技術の開発を進め、企業の放射
線計測サービスなどの事業化のための技術支援を行っています。

NMIJに導入された医療用リニアック装置

▲

温度制御可能な超広帯域
動作の共振器による、誘
電体基板の温度特性評価
により、幅広い温度域での
低損失化が要求されるミリ
波通信用材料の開発に貢
献しています。

連携事例紹介

連携事例紹介

温度可変共振器▲

低雑音振動応答評価装置▲

エンジンシャフト検査装置の現場評価の様子（㈱ IHIご提供）▲

JIS 規格準拠の面内熱拡散率測定装置（㈱ベテルご提供）▲

振動台

レーザ干渉計

温度可変
共振器



NMIJの外部連携についてはこちらもご覧下さい。

●NMIJ計測クラブ
定期的な研究会や技術相談など、NMIJ の計測・標準技術を広く知っていただき、さまざまな
用途でご活用いただく機会をご提供しています。計測クラブを通じて、皆さまの技術ニーズを
お寄せ下さい。

https://unit.aist.go.jp/nmij/nmijclub/

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
計量標準総合センター（NMIJ） 連携推進室
〒300-8560 
茨城県つくば市梅園1-1-1 つくば本部・情報技術共同研究棟
E-Mail: M-nmij-renkei-ml@aist.go.jp

●産総研コンソーシアム
産学官連携の支援、成果の利用促進、情報の収集及び提供等のため、産総研が運営する
テーマ別の研究会です。

https://unit.aist.go.jp/nmij/collaborations/consortium/

■NMIJ 研究者カタログ

■連携相談など、お問い合わせ先

NMIJの研究者が有する高度な計測技術と

その応用について紹介しています。

あなたの計測ニーズに応える専門家が揃っています。
皆さまのお困りごとをお聞かせ下さい。

https://unit.aist.go.jp/nmij/info/researcher/


